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はじめに

　日本を訪れる外国人観光客は、2016年には2,400

万人を超えた。国内で働いたり学んだりしている

外国人も130万人前後に上る。2020年には東京オ

リンピック・パラリンピックが開催され、さらに

１日あたり100万人近い外国人来訪者が見込まれ

ている。

　このように多数の外国人がいるところで火災や

地震が起こったとき、避難誘導はどのようにすれ

ばよいのだろうか。

　総務省消防庁では、昨年度、「外国人来訪者等

が利用する施設における避難誘導のあり方等に関

する検討部会（以下「検討部会」）」を設け、今年

度にかけて検討を行っている。

　私はその座長を仰せつかっているためか、今回、

本誌から表題のようなテーマで原稿を依頼された。

最終報告書は来年３月にまとまる予定だが、本稿

では、今年３月にとりまとめた検討部会の骨子と

今年度検討中の内容をもとに、私自身の考えを加

え、施設の管理者に読んでいただくことを念頭に、

現時点での考え方を整理してみた。

　なお、検討部会では、「外国人来訪者等」の中

に身体が不自由な方も含めて検討しているが、今

回は外国人の避難がテーマということなので、「外

国人来訪者等」を「外国人観光客」と「日本で働

いたり学んだりしている外国人」という程度の意

味で用いることとし、身体が不自由な方の避難誘

導等については別の機会に譲ることとする。

避難誘導が必要になる状況

　施設利用者は、通常、火災発生時にはその旨を

知らせる自動火災報知設備の警報音や非常放送等

を聴くことなどにより、地震発生時には緊急地震

速報や揺れを体感することなどにより、異常事態

の発生を認識して避難等を行う。ところが、外国

人来訪者等の場合は、日本語音声だけでは異常事

態の発生に関する情報を十分に理解できず、避難

路を示す誘導灯やサインなどを理解できない可能

性もあるため、災害時の情報の伝達や避難誘導に

ついて特別な配慮が必要になる。

　特に地震については経験がなく、建物がすぐに

は倒壊しないように造られていることも、地震後

に施設でどんなことが起こるか※も知らない外国

人も少なくないと考えられるため、伝達内容や方

法には工夫が必要である。

※　地震発生時に施設で発生する可能性のある事

態

・ 収容物の転倒や落下、移動などに伴う死傷

者等の発生

・ 火災などの二次災害

・ エレベーターの停止（閉じ込め）

・ 停電や余震などによるパニック　

　日本では他にも様々な自然災害が起こる可能性

があり、最近ではテロが発生したりテロの予告が

あったりする可能性もあるが、検討部会ではとり

あえず火災と地震に絞って検討しているため、本

稿でも同様とする。

□外国人来訪者等の避難誘導のあり方
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避難誘導の内容は施設の実態に応じて考

える

　外国人来訪者等の避難誘導を考えるには、まず、

自分の施設の実態を整理するのが基本である。そ

の上で、それを踏まえて災害発生時の外国人来訪

者等への情報伝達や避難誘導の内容や方法につい

て検討し、施設の実情に応じてハード面の対策を

講じたり、従業員の教育・訓練などソフト面の対

策を講じたりすることになる。

　自分の施設の実態としては、以下のようなもの

がある。なお、地震については、耐震改修などを

行い、予想される最大級の地震でも建物自体は倒

壊しないようにしておかないと、避難誘導の内容

自体を考えることができない。

・施設利用者の状況（施設の用途、規模、利用

者数や利用者の特性、外国人の利用状況など）

・避難誘導する側の状況（防災センターや放送

設備の整備状況、自衛消防隊の設置状況など）

・避難路の状況（廊下や階段の位置、バルコニー

の位置、非常用エレベーターの位置、避難階

段や特別避難階段と付室の位置、避難器具の

位置や使い方など）

・火災を消火したり制御したりする設備等の状

況（スプリンクラー設備、屋内消火栓設備、

排煙設備、防火戸や防火シャッターなど）

避難誘導等は「やさしい日本語」で

　以前は、外国語と言えば英語一辺倒だったが、

最近の外国人来訪者等は、アジアからの来訪者等

も急増しているため、英語だけでよい、というわ

けにはいかなくなっている。昨年度の検討部会で

は、英語のほかに韓国語や中国は必須だろうし、

スペイン語やロシア語などを検討する必要もある

のでは？などという話も出た。

　ヨーロッパのホテルや観光地では、現地の言葉

のほかに、その施設の利用者の実態に合わせて数

カ国語で説明がなされているのが普通だし、日本

でも既にそうしている施設も増えている。

　しかし、緊急時の放送となるとそうはいかない。

「〇階で火災が発生しました。係員の指示に従っ

て落ち着いて避難してください。」などというフ

レーズ一つとっても、その後に何カ国語かで続け

て放送すると、自分の理解できる言葉が再び放送

されるまでに数十秒もかかってしまう。一度聞き

逃すと、次に必要な情報を得られるまでに、危険

が迫って来る可能性すらある。

　録音なら何カ国語かに対応できる可能性もある

が、ライブで放送するなら、外国語はせいぜい一

種類が精一杯だろう。慌てて間違った指示もしや

すくなるし、正しい外国語なら相手が正確に理解

してくれる、というわけでもなさそうだ。

　というわけで、よく考えてみると、外国人来訪

者等が多いからといって、緊急時の放送を何カ国

語かで行えばよい、というわけにはいかないこと

がわかってきた。

　このため、検討部会では、現在、緊急時の放送は、

「やさしい日本語」だけか、せいぜい「やさしい

日本語とやさしい英語（Plain English）」だけ、を

原則としたらどうか、他の言語については、施設

の利用者の実態に応じて付加してもよい、という

程度にしたらどうか、という方向で検討している。

　「やさしい日本語」とは、小学校３年生がわか

るような日本語で話すということだ。例えば、現

在は「〇階で火災警報器が作動しました。ただい

ま係員が確認中です。次の放送に注意してくださ

い。」などと言っているところを、「〇階が火事か

も知れません。本当に火事か確かめています。火

事かどうかわかったらお知らせします。」などと

言うのである。

　検討部会の一員である弘前大学の佐藤和之教授

の研究によると、こういうやさしい日本語なら、

日本滞在１年程度の外国人なら80％以上が理解で

きるということだ。もちろん来日したばかりの外

国人観光客の中には全く理解できない人も多いだ
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ろうが、「やさしい日本語」で状況を知った外国

人が、母語で近くの外国人に教える、ということ

が繰り返されれば、下手な外国語を無理して使う

より、避難者全体としての状況理解度はずっと高

くなるということだ。

　同じような考えで、アメリカでは緊急時には

Plain English で状況を伝えるようになっていると

いうことで、検討部会では、外国語を付加するな

ら Plain English がよい、という方向になっている。

　「やさしい日本語」なら、少し練習すればライ

ブで状況を伝えることも難しくない。小学校３年

生に話すつもりで話せばよいからだ。様々な状況

を想定して多言語で放送文を作成し録音しておく、

などということに比べればずっと容易で効果も高

いに違いない。

外国人来訪者等への非常時の伝達手段

　異常事態が発生した場合には、外国人来訪者等

にその旨を伝える手段が必要である。これについ

ては、デジタルサイネージやスマートフォンなど

様々な新しい手段も登場しているので、これらも

含めて以下に整理する。　

１　音響による警報

　自動火災報知設備のベルが最も典型的なもので

ある。火災の発生を感知器が感知すると、ベルや

サイレンなどの音響により警報するのは世界中で

共通している。ただ、しばしば火災でないのに警

報音が鳴ることがあるため、警報音を聞いただけ

ですぐに避難行動に移ることは前提とされていな

い。火災発生場所との関係、避難路のキャパシティ

などもあるので、避難を開始するかどうか、避難

するなら優先度の高いのはどの場所にいる人か、

どのような避難経路を使用すべきか、などという

ことについて、何らかの二次的な手段により伝達

することが必要である。それが「避難誘導」である。

　

２　放送設備

　非常放送は、「避難誘導」のための最も基本的

な手段である。消防法では、地下街、高層ビル

又は利用者多数のビル（用途により、300人以上、

500人以上、800人以上などと区分されている）に

ついては、非常電源や耐熱電線など火災時にも使

える措置を講じた放送設備の設置を義務づけてお

り、通常、防災センターから放送する。消防法で

義務付けられていなくても、業務上の必要から館

内放送設備を設置している施設も多い。

　非常時には、これらの放送設備を使って、利用

者に、異常事態の発生、避難開始、避難時の留意

事項などを伝達するのが基本である。

　非常放送は、異常事態が発生した場合に、その

状況を的確に把握して、適時適切に放送すること

が期待されているのだが、これは実際には極めて

難しい。本当は、避難者のいる場所に応じて避難

の優先度や避難経路まで非常放送で行えるとよい

のだが、普通は「〇階〇〇で火災感知器が作動し

ました。ただいま確認中ですので、次の放送に注

意してください。」とか、「〇階〇〇で火災が発生

しました。落ち着いて、係員の誘導に従って避難

してください。」という程度が精いっぱいのようだ。

　だが、警報音だけではどうしたら良いのかわか

らない利用者にとっては、この程度でも有益な情

報になる。「火事かどうか確認中」、「火事だから

避難しなければならない」、「係員が誘導してくれ

る」などという情報が入っていれば、当面、必要

十分だと言えるかも知れない。

　外国人来訪者等を対象とした避難誘導の場合は、

この放送を「やさしい日本語」で行う、というこ

とになる。Plain English でも放送できるとベター

だが、間違えると危険な状況になる可能性もある

ので、自信がないならとりあえず日本語だけにす

るか、Plain English については例文を作成したり

録音で対応したりする方が良いかもしれない。

　最近の自動火災報知設備の中には、音響でなく

音声で知らせるものもある。この場合は、「やさ
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しい日本語」や Plain English の録音音声で知らせ

ることになる。

３　デジタルサイネージ

　デジタルサイネージとは、平常時は施設内の各

所で広告や観光情報等を表示する画面として活用

している液晶テレビなどを、緊急時には、画面に

災害情報や適切な避難方向などを表示させ、これ

らの情報を避難者に伝達しようとするものであ

る。多言語を幾つか同時に表示することも可能だ

し、平面図や立面図、見ている人の位置、防災セ

ンターの総合操作盤の情報などと連動した火災の

発生位置、煙拡大の状況などを表示することも可

能である。

　音声情報に比べて飛躍的に情報量を増やすこと

ができるが、それだけに、緊急時の情報内容と優

先順位、非常放送との連携の仕方、「やさしい日

本語」や「Plain English」と他の言語とをどう使

い分けるか、画像表示の順番や方法、色使いなど、

検討すべき事項が多く、今年度の検討部会で検討

中である。

４　自衛消防隊員による避難誘導

　大規模な施設で多数の利用者がおり、避難路も

複数ある場合は、自衛消防隊により避難者を直接

誘導することが必要になる。

　自衛消防隊員は、普通、警備員や施設従業員の

うち、消防計画で避難誘導の役割を割り振られ

た者である。緊急時には、避難の開始とその方

向、必要な場合の一時待機の指示、避難弱者がい

る場合の優先順位の指示や手助け、不心得者の統

制、状況によっては避難器具のセットや使用の手

助けを行うことなどにより、避難者を制御したり

サポートしたりして、全員無事に安全な場所まで

避難させることが求められている。

　避難者に外国人来訪者等が含まれていれば、こ

こでも「やさしい日本語」が頼りになるが、緊急

時に多数の群衆を制御することは、相手が日本人

だけでも難しいことなので、外国人来訪者等が予

想される場合には、いっそうの訓練が不可欠であ

る。

フリップボードを用いる

　フリップボードとは、災害が発生した旨や避難

の方向などを示した手持ちの看板のことである。

　

　あらかじめ、避難方向などを示した図記号（ピ

クトグラム）や簡単な文字情報を用いてフリップ

ボードを作成しておき、要所に立った自衛消防隊

員がボードを示しながら、身振り手振りと「や

さしい日本語」で避難誘導する。文字情報の言

語は平仮名をふった「やさしい日本語」と Plain 

English で十分だが、特定の外国人が多いなど施

設の特性によっては、他の言語を併記することも

簡単である。

　費用がほとんどいらない手軽な補助手段だが、

実験してみると、避難者の理解度は極めて高い。

お勧めである。
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多言語翻訳機能付き拡声器

　これは、入力（話しかけた）音声等を指定した

言語に翻訳して拡声することができる賢い拡声器

（メガホン）である。複数言語への翻訳が可能な

ものもあるが、一度聞き逃すと次に理解可能な言

語が聞こえて来るのに時間がかかるという、先述

と同じ問題がある。１つの拡声器は一言語のみに

対応させるなど、拡声器の数や自衛消防隊員の状

況、どの場面で使用するかなどに応じ、「やさし

い日本語」との使い分けなどを検討しておく必要

がある。

　本当に緊急を要する避難誘導の初動時にも有効

だと思うが、少し落ち着いた場面で、今の状況を

丁寧に説明する時に使うことに適しているのかも

知れない。

５　スマートフォン

　避難者の持っているスマートフォンに特定のア

プリをダウンロードしておいてもらい、緊急時に

はそれを使って情報伝達をする、ということも可

能になっている。

　自動翻訳機能を使えばかなり複雑な内容も所有

者の言語に翻訳して伝えることができるし、自分

の位置情報も平面図上で把握できる。防災セン

ターの総合操作盤の情報と連動することも可能で

ある。位置情報と合わせれば、デジタルサイネー

ジと同等以上の情報を、個人個人に合わせて個別

に伝達することもできる。

　来日時に、日本の観光情報や地下鉄の乗り方、

日本語の簡単な挨拶など観光客に役立つアプリを

ダウンロードしてもらい、緊急時にはその中に仕

込んだ緊急時用アイテムを活用するようにしたら、

などということも考えられている。

　うまく仕組めば可能性は無限にありそうだが、

日進月歩の世界であるだけに、検討事項は多い。

あまり欲張らずにできるところから始め、必要な

ら修正し、可能になったら機能を拡張する、など

という、アプリの特性を活かした弾力的な対応の

方が良いかも知れない。

おわりに

　外国人の避難誘導には多言語化が不可欠と考え

ていたが、検討部会で検討するうち、「やさしい

日本語」とフリップボードなどが意外に効果的な

ことがわかってきた。ある程度の訓練は必要だが、

費用がかからず、効果は極めて高い。火災や地震

だけでなく、その他の災害やテロ等の避難の際に

も簡単に応用できる。

　これなら、大規模な施設だけでなく、外国人来

訪者等の訪れる可能性がある小さな施設でも対応

可能だろう。関係の施設は、「オリンピック・パ

ラリンピックまでには」などと言わず、今すぐに

でも準備を始めたらいかがだろうか。激増する外

国人来訪者等の安全を守ることは、世界有数の災

害大国日本に来て頂いた方々に対する必要不可欠

なおもてなしだと思う。
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